
28

　意思決定プロセスのまとめ（フローチャート）

療養生活の改善に
よりそれなりの腎
機能を維持できる

腎臓を保護する可能性の評価（画像検査・診断・療養生活の検討）

ステップ3-1

(A) 生きていて良かった
と思える生活ができる可
能性が高い

(C) できるだけ辛くない
ようにすることはできる
可能性がある

(B) 生きていて良かった
と思える生活ができるか
どうか疑わしい

適切な透析療法をすれば生命維持できる可
能性が高い

どの透析療法を開始しても、長期にわたる
生命の維持は困難である可能性が高い

ステップ3-2

療養生活の改善だけでは腎機能を維持できない

慢性腎臓病の他にご病気をお持ちですか？（心臓病、がん、全身的な衰えなど）

ステップ４

① +②（延命＆QOL) を目指す ②〔快適な日々〕のみ目指す

①＋②（延命＆QOL) を達成すべく、透
析療法の選択肢から最も適切なものを選択
する。〔血液透析、腹膜透析〕

ステップ5

②〔快適な日々〕を達成すべく、透析療法
を行わず薬物療法等をどうするか考える。
〔薬物療法、一部の薬物療法のみ、など〕

何らかの透析療法を実施する 透析療法は含まないケアを実施する

選択後のケア

継続的に透析療法の効果と本人にとっての益を評価する
必要に応じて、また定期的に話し合い見直しを行う

・腎臓の機能が落ちてきた　　　　　・尿毒素がたまってきた

本人の意向および人生にとっての最善の観点での目的の検討
　　　　　　　　　　　　①〔人生の延長〕　より長く生きる
　　　　　　　　　　　　② 〔快適な日々〕　苦痛がない＆現在の能力を使える環境

目的の候補：

いつでも
何度でも見直し
考えましょう！
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